
 かるちゃる net パネル展を実施しました! 

 11 月 10 日(日)10:00－20:00 に新さっぽろサンピアザ光の広

場にてかるちゃる net 主催のパネル展を実施しました。かるちゃる

net 加盟の各施設紹介パネルをご覧いただくとともに、各施設のリ

ーフレットやイベント等のチラシの配布、クイズ冊子、かるちゃる

通信の配布を行い、来場の皆様にかるちゃる net の各施設を広く知

っていただく機会となりました。 

次回も同じく光の広場にて 2025 年 3 月 22 日(土)にイベント

を実施予定です。皆様、是非ご参加ください！ 
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「かるちゃるnet（文化施設連絡協議会）」は、

新札幌から江別市にかけてのエリアにある

博物館や水族館・図書館などのネットワークです。

新札幌と江別には、歴史や文化、自然や科学が楽しく体験できる施設がたくさん！
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江別市郷土資料館は、ふるさと江別、大昔の江別、開拓の始まり、町の発展、

産業の歴史のテーマで江別を紹介しています。

江別市セラミックアートセンターは、江別市に開館した「観る」「創る」

「集う」をコンセプトとした「やきもの」の総合施設です。

「かるちゃるネット」の概要は左の

二次元コードからご覧いただけます。

北海道立図書館は、道民の生涯学習を支援する拠点の一つとして、図書館

機能の充実に努め、広く道民へのサービスの展開を目指します。

北海道立文書館は、北海道の歴史に関する文書、記録その他の資料を収集し、

管理するとともに、これらの活用を図るために設置された施設です。

 

 
イベント情報 イベント・施設詳細はＱＲからご確認ください。 

 

 ■ 2/15（土）～3/9（日） 

2025 謝陶の集い 第 25 回 工房利用者作品展 

センターの工房を利用して、作陶活動に取り組んでいる皆さんの 

１年間の成果を発表します。 

 ■ 2/9（日）10:00－12:00 

陶芸・絵付け体験 
初めての方にオススメの体験講座です。 

陶芸（800 円）か絵付け（900 円）を選んで申し込みください。

1/26（日）よりお電話又は受付で直接申し込み 

（受付時間：9:30－17:00）。 

 ■ ～2/27（木）   図書館・文書館連携展示  

しばれる北海道～冬をのりきる～   

図書館、文書館が所蔵する「冬」「寒さ」に関する資料を展示して

います。 

   ■ １/１１（土）～2/27（木） 

重点収集資料展示「毎日がちょっとラクになる本」 
場所：2 階一般資料閲覧室 

備え・健康・仕事に関する本を中心に毎日をちょっとラクにする

ヒントがつまった本約 100 冊を展示します。『友だちがしんどいが

なくなる本』など、子どもにも大人にもおすすめの本もあります。

ぜひご覧ください。 

■

■
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■
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■ ３/１（土）～（開催予定） 

北海道立文書館で閲覧できる資料展 

文書館所蔵の多様な資料から、特定の資料群やテーマに関する

ものを選び展示します。 

展示資料は、閲覧室で原本をご覧になれます。 

 ■ 一般資料室等のサービスを再開しました 
長寿命化工事がほぼ終了し、12 月から一般資料閲覧室や多目的

室等の利用ができるようになりました。ぜひお越しください。 

工事は令和７年３月まで続くため、引き続き、書庫にある資料の

利用等に一部制限があります。詳しくはホームページをご覧下さい。 

 

 ■ 12/17（火）～2/16（日） 

冬期ロビー展「むかしの衣類展-開拓期から昭和まで-」 

 
衣類は当時の人々の生活の様子を 

色濃く反映し、時代の移り変わりの中で、 

その形を変化させていきました。 

展示では、衣類から当時の人々の暮らしを 

紹介し、普段と異なる視点から歴史をたどります。 
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◎イベントの詳しい内容・申込方法などについては、各施設へお問い合わせください。
◎新型コロナウイルス感染症の影響により、臨時休館やイベントの中止などもあり得ます。
　あらかじめご承知置きください。
◎最新情報につきましては、各施設のウェブサイトなどでご確認ください。

野幌森林公園自然ふれあい交流館

江別市西野幌685-1　TEL: 011-386-5832

北海道博物館

札幌市厚別区厚別町小野幌 53-2　TEL: 011-898-0466

北海道開拓の村

札幌市厚別区厚別町小野幌50-1　TEL: 011-898-2692

新さっぽろサンピアザ水族館

札幌市厚別区厚別中央2条5丁目7-5　TEL: 011-890-2455

札幌市青少年科学館

❻ 

❼ ❽

❾ 10 札幌市厚別区厚別中央1条5丁目2-20　TEL: 011-892-5001

北海道立埋蔵文化財センターでは、埋蔵文化財の調査研究や保存をしたり、

土器や石器などを展示し、埋蔵文化財の情報提供を行っています。

自然ふれあい交流館は、道立自然公園野幌森林公園のビジターセンターです。

館内では、野幌森林公園内の自然情報を発信しています。

森のちゃれんが・北海道博物館は、野幌森林公園内に位置する北海道の自然・

歴史・文化を紹介する北海道立の総合博物館です。

北海道開拓の村は明治から昭和初期にかけて建築された北海道各地の建造

物を 54.2 ㌶の敷地に移築復元・再現した野外博物館です。

新さっぽろサンピアザ水族館は、いつも気軽に立ち寄れるビルの中にあるコン
パクトな「都市型水族館」です。ここでは、人気のペンギンやアザラシ、カワ
ウソをはじめ、海水魚や淡水魚など約 200 種の生物が展示されています。

2024 年 4 月にリニューアルオープン！体験型の展示物がさらに充実しました。
生まれ変わった科学館で、科学の楽しさに触れてみよう！

 
 

  

 ■ 3/15 (土) 13:30－15:30 

縄文・続縄文時代の集落遺跡と北海道の竪穴住居跡群 
続縄文時代になると、なぜ竪穴住居跡がほとんど 

みつからなくなるのか、謎にせまる講座です。先着 80 名。 

2/14（金）よりお電話で申し込み（受付時間：9:30－16:30）。 

  

  

■ 2/22 (土)～3/20 (木・祝) 

 年中行事「ひなまつり」 
3/3 はひなまつり。期間中、村内の建物にひな人形を展示します。 

ひなまつりに関連して、人形の飾りつけ・片づけ体験や、学芸員に

よるひな人形めぐり等の行事も行います。日時等詳細はＨＰにて。 

■ 1/5 (日)～3 月中旬まで 

 冬の生活体験 
北海道ならではの厳しい冬。昔の人々はどのように暮らしていたの

でしょうか。木のそりや竹スキーで遊んだり、寒さをしのぐマント

や角巻を着て村内見学、昔の除雪道具で雪かき体験をしたりなど、 

当時の冬の生活を体験してみましょう。 

 ■2/18（火）・3/18（火）10:15～ キッズプラネタリウム 

おしゃべり OK！泣いちゃっても大丈夫なプラネタリウムです。 

親子で一緒に歌をうたったり、クイズをしながら楽しく星を見まし

ょう。チケットは当日券または当館ホームページからオンラインチ

ケットをご購入ください。大人 500 円、中学生以下無料。  

※オンラインチケットは開催日の 28 日前から販売します。 
 ■日曜・祝日①10：00 ②11：30 ③13：30 科学館の工作室 

作って楽しい！遊んで楽しい科学館の工作室に参加しよう！ 

材料費数百円で、動くしかけや工夫が盛りだくさんの工作に挑戦でき

ます。テーマは月替わりです。詳細はホームページ参照。 

※当日整理券配布。各回先着 16 名。（中学生以下も有料） 

 

■ ３/1 (土)1０：０0－1２：０0 自然観察会  

  動物の足あと調査 

雪の上には足あとや食べ跡などいろいろな痕跡が残されて 

います。痕跡を探して、動物の調査に挑戦します。どなたでも 

ご参加いただけます。先着４0 名 2/２より電話受付(011-898-0500)  

■ ２/８ (土)～4/6(日) 9：30－16：30 

第 24 回企画テーマ展  楽器 見る・知る・考える 
いろいろな楽器、音を出す道具(音具)。さまざまに見て、知って、考えて、

幅広く音の文化への関心を広げていきましょう。当館資料のほか、鹿笛

研究の第一人者である枡谷隆男さんのコレクションも紹介します。 

 ■ 12/21 (土)～1/19 (日) 10:00－17:00 

  新春特別企画「幸福を呼ぶ魚!! ふぐ展」 
フグは一般的には「フグ」と呼ばれますが、九州や山口県など

では「フク」と呼ばれています。 

江戸時代から赤間ヶ関（下関市）では「フク（フグ）」は「福」

に通じるとされ、大変縁起がいい魚として親しまれてきました。 

今回の特別展では、フグの仲間たちがもつ特徴やフグ毒などに 

ついてご紹介いたします。 

新さっぽろサンピアザ水族館でフグを見て知って、幸福になりま

せんか？？ 

 

■ ３/20 (木・祝) 10:00－12:00 (9:50 集合) 

 森の中で春をさがそう 

厳しい冬が明け始め、いよいよ春がやってくるころです。雪から 

顔を出す植物の芽吹きや、春の訪れを祝う野鳥を観察しましょう。 

先着 50 名。2/21 から電話にて申込受付開始。 

■ 2/2 (日) 10:00－12:00 (9:50 集合)  

 冬の森の観察会 
あたり一面冬化粧の野幌森林公園。冬に出会うことができる野鳥や、

雪上動物をご一緒に観察してみませんか。 

先着 50 名。1/４から電話にて申込受付開始。 

 ■ 1/25 (土) 13:30－15:30   

北海道・北東北の縄文集落 

地元一戸町に根差して活動している講師の成果を 

お話いただきます。先着 80 名。12/25(水)より 

お電話で申し込み（受付時間：9:30－16:30）。 


